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１．研究の動機
 近年地球温暖化の悪化により気温が上昇し、南極
の氷がとけ、大雨などが降り洪水や森林火災などが
起き世界中の人々に大きな被害を与えています。1)2) 
僕はこの地球温暖化を防ぐため太陽光発電や電化製
品をあまり使わないという対策が取れると思いまし
たが他にも取れる対策があるのではないかと思いま
した。そこでインターネットで調べてみると赤外線
放射により地球の熱を宇宙に逃して冷却する方法を
見つけました（放射冷却）。3) 僕はこのことに興味
を持ち、より効率よく熱を宇宙に逃すにはどんな素
材でどのようなものがいいのかと考えこの研究を思
いつきました。 
 放射冷却とは
 良く晴れた冬の朝、霜が降りたり氷が張ったりし
て地面の温度が低くなることは知られています。こ
れは地面の熱が赤外線によって温度の低い宇宙に逃
げることにより温度が下がる現象で、天気予報でも
よく放射冷却という言葉が使われます。曇った日よ
り雲がない晴天の朝の方が温度が下がるのは、雲に
含まれる水分が赤外線を吸収してしまうからで、冬
はマイナス２０度にもなる上空の雲よりも、マイナ
ス 270 度の宇宙の方が温度が低いので、雲がないほ
うが温度が下がるのです。赤外線は太陽光線にも含
まれていて、虹の赤色の外側の人間では見えない部
分で赤外線と呼ばれています。
 地球の大気には水分の他にも CO2等温暖化ガスが
赤外線を吸収するため、熱を宇宙に逃がすには大気
に吸収されにくい主に遠赤外線を使う必要があり、
これは大気の窓と呼ばれています。

２．予想
 白いものがよく熱を逃がしやすいと聞いたことが
あったので紙や白色のものがより効率よく宇宙へ熱
を逃がせると思いました。また黒色のものなどは熱
を吸収しやすいと思うので熱を効率よく宇宙へ逃が
すことができないと思いました。

３．研究の方法
 実験は身近な素材でできている試料を４つ並べて夜
間に空が見える場所に放置し温度を測定することで
行いました。昼間は太陽の光を吸収し温度が上がる
ので、放射冷却だけ
測定できる夜間のみ
行いました。実験装
置は４つの素材の間
の熱が伝わりにくく
するために断熱性の
高い発砲スチロール
の上に固定し、温度
は４つの温度を一度
に測定できる熱電対
温度計を使用しまし
た。４つの内１つは
外の温度を測定する
ために試料なしで温度測定しています。また、使用
した熱電対温度計は±１℃の誤差があるため、周囲
温度から±１℃以上の差がある場合に温度変化が
あったと考えることにします。
 測定する試料の材料としては身近に入手できるマ
グネット、シリコンゴム、銅、ステンレスを使いま
した。また、色による違いがあるか白、黒、赤、青、
緑、黄の試料(折り紙)を準備し測定しました。また、
天候は薄曇りの日(部分的に星空が見えている)でし
た。それぞれの測定は日没から日の出までの夜間の
１時間の温度変化を測定しました。測定開始前は室
内で３０分程度かけて同じ温度にしてから屋外に移
動して測定開始しました。試料は２つから３つずつ
のグループに分けて測定しました。

図 1: 放射冷却

図 2: 実験装置



４．研究の結果
実験１

上段は気温、下段は気温との差　単位 ℃( )

実験２

 実験１と実験２の結果はすべて気温との差は 1℃
以内であり温度計の誤差範囲なので放射冷却により
温度が下がったことは確認できませんでした。予想
とは違ったので、ここで素材についてよく考えまし
た。料理するときに炭火を使うと遠赤外線効果でお
いしく焼けると言われているので、炭が遠赤外線を
放出しやすいのではないかと考えました。炭を細か
くすりつぶしたものは風で飛んでしまうので、炭入
り洗顔クリームと混ぜて紙とステンレスの上に塗り
実験をしました。
実験３

却で温度が下がったことが確認できました。

５．わかったこと
 今回の実験で、炭を表面に塗ったものが温度を下げ
ることが確認できました。温暖化を防止する方法へ
の応用として建物の屋根やコンクリートに炭を塗る
ということが考えられますが、炭は黒いので日中は
逆に太陽からの熱を吸収しやすく温度が高くなりま
す。追加で日中も実験したところ、以下のように気
温がかなり上昇する結果になってしまいました。
実験４

   

 よって日中は温度を上げないように太陽光を反射
する素材で表面を覆い、真ん中に炭などの遠赤外線
を放出する素材で屋根を作れば温暖化への対策がで
きるのではないかと考えました。

６．研究のまとめ
 ネットで調べたら、最近このような放射冷却が注
目され研究が行われていることが分かりました。4）

放射冷却は電力や大がかりな装置もいらず、いろい
ろなところに普及されやすいので、今後もこの放射
冷却技術に注目し、炭より効率のよい素材がないか
調べていきたいと思います。
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